
■
高
原
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
世
知
原
茶

　

世
知
原
町
は
、
県
下
で
は
雲
仙
に
次
ぐ

高
冷
地
で
降
雨
量
が
多
く
、
玄
武
岩
土
壌

で
茶
樹
の
育
成
に
最
適
な
土
地
で
す
。

　

昔
か
ら
国
見 
山
麓 
一
帯
の
農
家
で
は
、

さ
ん
ろ
く

半
自
生
的
な
お
茶
を
摘
み
、
自
家
用
と
し

て 
釜 
茶
製
造
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

か
ま

　

明
治　

（
1
8
9
5
）
年
こ
の
地
に
、

28

静
岡
式
製
茶
法
を
指
導
す
る
製
茶
練
習
所

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
製
茶
技
術

が
向
上
し
ま
し
た
。
昭
和
に
な
り
、
世
知

原
茶
は
各
種
品
評
会
で
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
、
町
が
誇
る
特
産
物
と
な
り
ま
し
た
。

■
明
治
・
大
正
を
し
の
ば
せ
る
石
橋

　

町
内
に
は
、
明
治
〜
大
正
時
代
の
も
の

を
中
心
に　

基
の
ア
ー
チ
式
石
橋
群
が
あ

16

り
ま
す
。

■
町
内
外
か
ら
の
参
加
者
で

　
　
　
　
　
　

に
ぎ
わ
う
イ
ベ
ン
ト

新
茶
ま
つ
り
「
じ
げ
も
ん
市
」

　
「
じ
げ
も
ん
」
と
は
、
地
元
で
と
れ
た
物

と
い
う
意
味
の
方
言
で
す
。
新
茶
香
る
5

月
、
世
知
原
茶
を
中
心
に
農
林
産
物
が
安

価
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

く
に
み
山
麓
音
楽
祭

　
「
せ
ち
ば
る
ボ
タ
山
コ
ン
サ
ー
ト
」を
継

承
し
て
、
平
成
9
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
音
楽
祭
は
、
国
見
山
系
の
自
然
に

合
う
曲
目
が
演
奏
さ
れ
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
長
崎
せ
ち
ば
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を

告
げ
る
大
会
と
し
て
、
毎
年
9
月
の
第
1

日
曜
に
国
内
の
一
流
ラ
ン
ナ
ー
を
招
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

【
お
尋
ね
】

●
吉
井
町
役
場
（
�
�
3
1
1
1
）

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http://w
w
w
.tow
n.yoshii.nagasaki.jp

●
世
知
原
町
役
場
（
�
�
2
2
1
1
）

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http://w
w
w
.tow
n.sechibaru.nagasa

ki.jp

宇
久
町
と
も
合
併
に
向
け
て　

　
　
　
  
協
議
を
進
め
て
い
ま
す

　

本
市
は
、
平
成　

年
5
月
に
宇
久
町
、

14

小
値
賀
町
の
1
市
2
町
で
任
意
合
併
協
議

会
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
値
賀

町
は
協
議
会
を
脱
退
し
ま
し
た
が
、
宇
久

町
と
の
協
議
は
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

宇
久
町
は
、
本
土
か
ら
約　

�
の
外
海

60

に
あ
る
離
島
で
あ
る
た
め
、
吉
井
町
、
世

知
原
町
と
の
合
併
と
は
異
な
る
問
題
が
あ

り
、
慎
重
に
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
医
師
の

確
保
が
県
の
施
策
に
よ
り
一
定
の
改
善
が

図
ら
れ
た
こ
と
や
、
国
・
県
の
財
政
支
援

措
置
や
行
財
政
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
本
市
に
大
き
な
負
担
が
生
じ
な

い
こ
と
、
合
併
が
地
域
全
体
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

昨
年　

月
に
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し

10

ま
し
た
。

　

現
在
、
平
成　

年
3
月
末
ま
で
の
合
併

18

を
目
指
し
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

【
お
尋
ね
】
市
役
所
市
町
村
合
併
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
�
�
1
1
1
1
）
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世 知 原 町
　県北最高峰の国見山から佐々川が町の中
央部を東西に流れ、水と緑が豊かな高原の
町です。町では昭和61年、豊かな自然を生
かして「全町公園化」を宣言しました。特
産物のお茶は、味・香り・色と三拍子そろっ
た高品質のお茶として親しまれています。
　町制施行は昭和15年、人口は約4千人。

町の古き良き石の文化を感じさせる風景を
作り出している石橋群（写真は倉渕橋）

長崎せちばる
ロードレース

じげもん市

くにみ山麓音楽祭

　　
■
自
然
の
造
形
美　

二
条
の
石
橋

御
橋
観
音
の
石
橋
（
吉
井
町
直
谷
免
）

　

旧
平
戸
藩
の
時
代
か
ら
平
戸
八
景
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

御
橋
観
音
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る 
観  
世 

か
ん 

ぜ

 
音  
菩  
薩 
像
は
、
奈
良
時
代
の
高
僧 
行
基 
の

お
ん 

ぼ 

さ
つ 

ぎ
ょ
う
き

作
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

境
内
の
北
側
に
は
、
二
条
の
天
然
の
石

橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
石
橋
は
、
地
上

　

�
、
長
さ　

�
、
幅
5
�
、
厚
さ
2
�

18

30

あ
り
ま
す
。
御
橋
観
音
の
名
称
は
、
こ
の

石
橋
に
由
来
し
ま
す
。

　

ま
た
境
内
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る　

種
余
り
の
珍
し
い
シ

40

ダ
の
群
落
が
あ
り
ま
す
。

■
静
か
な
山
里
に
息
づ
く
先
人
の
跡

福
井
洞
窟
（
吉
井
町
福
井
免
）

　

砂
岩
の
大
洞
窟
で
あ
る
福
井
洞
窟
は
、

昭
和　

年
〜　

年
に
実
施
さ
れ
た
3
回
の

35

39

発
掘
調
査
に
よ
り
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄

文
時
代
（
約
3
万
年
〜
6
千
年
前
）
に
か

け
て
、
古
代
人
が
住
居
と
し
て
利
用
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
家
族
で
楽
し
め
る
自
然
公
園

牧
の
岳
自
然
公
園
（
吉
井
町
前
岳
免
）

　

町
の
中
央
に
そ
び
え
る
「
牧
の
岳
」
の

頂
上
か
ら
は
、
町
全
体
を
一
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
山
の
あ
ち
こ
ち
で
は
「
眺

め
岩
」
や
「 
仏
岩 
」
な
ど
の
奇
岩
を
見
る

ほ
と
け
い
わ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
は
桜
、
夏
は
緑
、

秋
は
紅
葉
と

四
季
折
々
の

自
然
が
楽
し

め
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い

広
場
に
は
、

ロ
ー
ラ
ー
滑

り
台
や
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
遊
具
が
設

置
さ
れ
て
い
て
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。

■
川
の
流
れ
が
造
っ
た
大
小
の
穴

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
公
園
（
吉
井
町
大
渡
免
）

　

佐
々
川
の
自
然
を
生
か
し
て
芝
生
広
場

や
遊
歩
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
公
園
で
す
。

　

ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
は
、
流
れ
の
早
い
川

底
の
岩
盤
の
割
れ
目
や
く
ぼ
ん
だ
所
に
渦

が
生
じ
、
そ
の
力
で
で
き
た
小
さ
な
穴
に

小
石
が
入
り
、
長
い
年
月
を
掛
け
て
削
ら

れ
て
で
き
た
円
筒
状
の
穴
の
こ
と
で
す
。

　

●４ 

吉
井
町
、
世
知
原
町
っ
て

              　

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

吉　井　町
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑がががががががががががががががががががががががががががががががが豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかなななななななななななななななななななななななななななななななな山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里歴史、水、緑が豊かな山里

　恵まれた自然の特質を生かして栽培
されるイチゴやメロンは、町の特産物
です。名所・史跡では、江戸時代に平戸
八景の一つに数えられた「 御橋観音 」や

おはしかんのん

旧石器時代から古代人の住居として使
用されていた「福井 洞  窟 」が有名です。

どう くつ

　町制施行は昭和26年、人口約6千人。
特産物のメロンやイチゴなどが販売され、
多くの人でにぎわう「吉井ふるさとまつり」

　

吉
井
町
、
世
知
原
町
は
、
山
々
の
緑
に
囲
ま
れ
、
清
ら
か
な
佐
々
川
が
流

れ
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
魅
力
あ
ふ
れ
る
両
町
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

御橋観音の石橋

福井洞窟

ポットホール�


